
内視鏡的　胃粘膜下層剥離術を受ける患者様へ

経過 検査前日 治療当日 検査前　 　治療当日 検査後 治療後１日 治療後２日 治療後３～４日 治療後５日

日時 　　月　　　日 　　月　　　日 　　月　　　日 　　　月　　日 ～　　月　　日　 　　月　　　日

 治療の時に履く  治療前に弾性ストッキングを  帰室後2時間は酸素吸入と  朝に胃カメラが 医師の指示により

 弾性ｽﾄｯｷﾝｸﾞﾞのｻｲｽﾞを  履きます  心電図モニターを装着します  あります 退院日が決定します

治療  測ります

処置  ※下肢深部静脈の  午前中より開始した点滴は  点滴が２本あります  点滴が１本あります　

 　　血流を促進し  点滴を開始します  あわせて4本あります  　　　　※点滴は食事量・発熱の状況に応じて変わることがあります

 　　血栓予防を図ります

 普通食です  前日より絶食中です  絶食中です  胃カメラ終了後1時間が 潰瘍食３分粥 潰瘍食５分粥 潰瘍食全粥

 （患者様によって治療食  12時以降は水分も禁止に  水分も飲むことが出来ません  経過したら飲水できます

 　の場合があります）  なります  ※翌日の胃カメラの結果が  時間は看護師がお伝え

 　出るまで飲食はできません  します

食事  夕食から潰瘍食３分粥

 が開始になります

 21時からは絶食です 　　　　　　　　　　　　　　間食はしないでください

 水やお茶は飲めます

 中止している薬以外は  朝６時頃、指示があった薬を  内服薬は中止です  新しい内服薬が開始になります

内服薬  いつも通り内服して  内服してください  常用薬も内服再開です

 ください  中止薬がある場合は指定の日から内服再開してください

清潔  入浴できます  点滴開始前に入浴できます  入浴できません  シャワー浴可です  入浴できます

 制限はありません  検査前は制限はありません  治療後２時間は  制限はありません

 点滴しながら歩行できます  ベッド上安静です

安静  それ以降は

 トイレ・洗面所まで

 移動できます

帰宅後も便の色を

 入院生活・治療について  検査の前に入歯・金属類を  弾性ストッキングﾞは安静が 栄養士から食事指導があります　　　　　 見るようにしましょう。

ご説明  看護師から  外します  解除になったら脱ぐことが 薬剤師から服薬指導があります　　　　　　　 中止している薬は医師の

指導  説明があります  トイレも済ませてください  できます 指示に従ってください。

 貴重品はご家族に預けて  黒い便や暗赤色の便の時はお知らせください

 ください

　　月　　　日


